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校内研修の充実を図る評価とまとめ

校内研修のより一層の充実を図るためには，

評価とまとめが大変重要である。評価は研修

の効果や問題点を明確にし，次の研修の改善

につないでいくために，まとめは評価を生か

して研修の成果と課題を明確にし，その研修

の結果を教育実践に生かしていくために大切

である。

そこで，本稿では，校内研修の充実を図る

ために，評価とまとめを各研修の段階でどの

ように行っていけばよいかについて述べる。

１ 校内研修における評価の目的と視点

校内研修における評価の目的としては，

次のことが考えられる。

(1) 校内研修の内容や方法の効果を明確に

することにより，それらの改善を図る。

(2) 校内研修の運営の効果を明確にするこ

とにより，研修運営の改善を図る。

(3) 研修者の研修への参加態度や意識，研

修の様子を明確にすることにより，研修

効果を高める。

このような目的をもった評価を，だれが

（評価者），何に対して（評価対象），何

のために（評価の目的）行うのかまとめた

ものが図１である。

評価者 評価の対象 評価の目的

研修の結果

研修者 研修内容の改善

研修の内容・方法

研修方法の改善

講師・指導者 研修者の意識や状況

運営の改善

講師・指導者の指導

研修効果を高める

運営担当者

運営の状況や方法

図１ 校内研修評価関係図

校内研修の評価は，研修状況をより客観

的に捉え，評価するために，図１のように

研修者，講師・指導者，運営担当者全員が

評価者となり，各評価の対象について評価

を行うことが大切である。その理由として，

例えば，運営担当者が効果的であったと判

断しても，研修者の参加意識が低かったり，

研修内容等の理解が不十分であったり，ま

た，研修者が研修そのものには満足してい

ても，研修の結果が教育実践に反映されな

いなどの状況が考えられる。

ここで，校内研修の有効性や運営の効果

を評価する際，どのような視点で捉えれば

よいか，独立行政法人教員研修センター教

員研修の手引きにある「カークパトリック

の４つのレベル」を基に，整理したものが

次項の表１である。運営担当者等が評価を

行う際，実施可能な時期や評価基準の設定
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容易 研修満足度 研修者がどれくらい満足したかをみる。①

学習到達度 研修者が研修内容をどの程度理解・習得したかをみる。②

行動変容度 研修参加後，研修者がどれだけ変容したかをみる。③

※ 研修内容を理解しても，行動しなければ研修を

行った意味がない。その後の行動の変容をみる。

成果到達度 研修を行った結果，実際に教育活動や実践におい④

て，どれだけの成果が得られたかをみる。困難

①

④

③

②

第 ○ 回 校 内 研 修 （ イ ン フ ル エ ン ザ へ の 対 応 ）

【 目 的 】 イ ン フ ル エ ン ザ の 特 性 や 予 防 方 法 に つ い て 理 解 し ・ ・ ・ ・，

【 内 容 】 ○ イ ン フ ル エ ン ザ の 特 性 や 発 生 状 況 に つ い て ・ ・ ・

○ 予 防 方 法 に つ い て 講 義 を 聴 き ， 対 応 に つ い て グ ル ー プ 協 議 を ・

１ 期 日 ・ ・ ・

２ 場 所 ・ ・ ・

切 り 取 り

次 の 質 問 に つ い て お 答 え く だ さ い 。

１ こ の 研 修 の 必 要 度 ， 緊 急 度 は あ な た に と っ て ど の く ら い で す か 。

非 常 に 大 き い ・ ・ ・ 大 き い ・ ・ ・ や や 小 さ い ・ ・ ・ 小 さ い

２ 子 ど も た ち の イ ン フ ル エ ン ザ へ の 対 応 の 状 況 は

十 分 で き て い る ・ ・ で き て い る ・ ・ 不 十 分 で あ る ・ ・ で き て い な い

３ イ ン フ ル エ ン ザ 対 応 に つ い て の 子 ど も へ の 指 導 の 状 況 は

十 分 で き て い る ・ ・ で き て い る ・ ・ 不 十 分 で あ る ・ ・ で き て い な い

４ イ ン フ ル エ ン ザ の 最 も 感 染 し や す い 時 期 は 次 の ど れ で し ょ う か 。

ア 発 症 前 イ 発 症 時 ウ 発 症 後 ○ 日 エ ・ ・ ・

５ こ の 研 修 で ど の よ う な こ と に つ い て 特 に 解 決 し た い で す か 。

等の面から，評価が容易な①や②のレベル

の評価がよく行われているが，研修の充実

のためには，③や④のレベルについても評

価を行うことが大切である。

表１ 研修評価の４つのレベル

(※ ①～④の記号は，「２評価の実際」の図中の①～④の

記号と対応し，関連を示す。)

２ 評価の実際

(1) 研修の事前段階の評価

研修の事前段階では，研修者に研修の

目的や内容等を示し，参加意識や期待状

況，研修内容に対する知識や技能の実態

等の評価を事前アンケートを基に行う。

図２ 事前アンケート例

図２のような事前アンケートを実施す

ることにより，次のことが期待できる。

ア 研修者のニーズや意識を考慮した研

修内容や方法を工夫すること。

研修の振り返りカード

氏名
１ 研修について満足できましたか。

大変満足－－満足－－やや満足－－不満

（４：よくできた ３：できた ２：あまりできなかった １：できなかった）

３ ２ １２ 研修内容は理解できましたか。→ ４

３ ２ １３ 主体的に協議ができましたか。→ ４

３ ２ １４ 研修の目標は達成できましたか。→ ４

５ この研修を行って，実践していこうと考えたことは何ですか。

６ 研修の内容や運営について気付いたことや感想を書いてください。

①

②

②

②

③

① ②

イ 研修者の目的意識を高めること。

ウ 研修による達成状況の基準設定のた

めの資料とすること。

(2) 研修の実施段階の評価

研修の実施段階では，各研修者による

自己評価や意見・感想のまとめ，講師・

指導者や運営担当者による研修者の研修

状況や理解・習得状況の把握，運営状況

のチェックを行う。

図３ 研修振り返りカード例

図３のような振り返りカードによる評

価を行うことで，次のことが期待できる。

ア 研修者の満足度から，研修内容や方

法の有効性や運営の効果を明らかにす

ること。

イ 研修者の理解や参加意識等について

の自己評価から，研修方法や講師の指

導についての改善点を明らかにすると

ともに，研修者にその後の研修態度へ

の意識付けを行うこと。

ウ 研修者自身が自己の達成状況や研修

内容の活用を明らかにすることにより，

研修への有用感を高めたり，教育実践

への活用の意識化を図ったりすること。

また，運営担当者は，振り返りカード

に「大変満足」や「不満」と記入した研

修者に対して「聴き取り」を行い，その
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③

⑤

④

校内研修（○○）事後アンケート

○月○日の校内研修の振り返りカードで 「この研修を行って，実践していこ，

うと考えたことは何ですか 」の問いについては，次の３点が特に多いでした。。

① ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

② ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

③ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

研修後の皆さんの取組等についてお答えください。

１ 研修したことを基に，現在実践していることはどんなことですか。

２ 実践を通して，自分の取組や子どもたちにどんな変容がありましたか。

３ 実践を通して，課題や問題に思ったことにはどんなことがありますか。

理由について具体的に把握することが，

改善に向けて大切である。

(3) 研修の事後段階の評価

研修の事後段階では，研修後しばらく

してから，研修した内容が理解され，教

育実践に生かされているかを評価してい

く。そのために事後アンケートや報告会，

実践発表会等を行う。

図４ 事後アンケート例

図４のような事後のアンケート調査を

実施したり，研修後の取組等についての

報告会等を行ったりすることにより，次

のことが期待できる。

ア 学校の教育課題の具体的解決につい

て研修者が自覚すること。

イ 研修内容の実践化が図られ，研修に

対する有用感が高まること。

ウ 研修の連続性や発展性が図られるこ

と。

エ 研修内容や方法についての問題点や

課題を明確にし，その後の研修内容や

方法の改善が図られること。

このような効果を得るためには，事前

の子どもの実態や自分たちの取組の現状

について具体的データを持っておくこと

が前提となる。そのためにも(1)で示し

事 □ 校長・教頭と研修の目的・内容・方法等について確認を行ったか。

□ 研修者への事前連絡や研修目的・内容等の周知を行ったか。

前 □ 講師や指導者等への研修のねらいや運営等について打合せを行ったか。

□ 資料，教材，機器，会場等の準備を適切に行ったか。

□ 研修についての事前説明は効果的に行ったか。

実 □ 講師や研修指導者との連携や対応は適切に行ったか。

□ 研修者への対応は適切に行ったか（研修状況の把握と適切な対応 。）

施 □ 資料，教材，機器等は適切に活用できたか。

□ 研修の結果を明確にできたか。

， ， ， 。事 □ 研修の内容 方法 運営等について評価をし 結果を生かすことができたか

（アンケートや評価票等の結果を生かすことができたか ）。

後 □ 研修の実施記録を整理したか。

総 □ 研修の目的や目標，内容は適切であったか。

括 □ 研修の方法，運営（期日，会場，時間，講師の設定等）は適切であったか。

た事前段階の評価が重要である。

(4) 研修運営についての評価

運営担当者は，研修状況を観察したり，

表２のような自己評価を行ったりするこ

とにより，研修の運営について改善点を

具体的に把握することが大切である。

表２ 研修運営の内容チェックリスト例

３ 研修のまとめ

研修のまとめは，研修者が研修の目的や

内容，方法を振り返り，研修の取組を反省

するとともに，研修の成果と課題を明確に

することで，学校の教育課題解決に資する

ために行うものである。その際，校内研修

の充実を図るためには，研修の主役である

各研修者が，研修に対する有用感をもつこ

とが必要である。そのためには，研修した

結果が，具体的な教育実践に生かされ，子

どもたちの変容を実感として捉えられるよ

うにすることが大切である。

(1) 研修の成果と課題の明確化

研修の成果と課題が具体的にとらえら

れるようにするためには，研修の具体的

目標と研修の結果とのギャップを客観的

に捉える必要がある。つまり，研修の結
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果として，どれだけ目標に到達できたか

を明確にし，目標に近づくことができた

原因と到達できなかった原因を分析する

ことである。

そのための手順は次の通りである。

目標(Ａ)と目標設定時の現状(Ｂ)

(数値や具体的な表現で設定した基準)

研修結果(Ｃ)

(数値や具体的な表現で評価したもの)

研修結果と目標設定時の現状との差

Ｃ－Ｂ＝Ｄ(成果)

目標と研修結果との差

Ａ－Ｃ＝Ｅ(課題)

○ Ｄ(成果)の原因を分析し，研修

内容と方法の有効性を明らかにす

る。

○ Ｅ(課題)の原因を分析し，研修

内容と方法の問題点を洗い出す。

研修内容や方法について，継続す

ること，見直すこと，削除するこ

と，新たに導入することを明らかに

し，改善計画を策定する。

この段階では，研修の成果と課題を明

確にすることにより，研修の有効性や問

題点が明らかになり，研修の改善計画策

定が可能となる。

(2) 研修の成果の活用と課題への対応

研修の成果と課題を教育実践に生かす

ためには，(1)で行われた成果と課題の

原因分析を基に，更に，成果と課題を教

育実践で活用可能なものにしていく必要

がある。そのためには，

ア 成果の活用方法の明確化

いつ，どのような場で，どのような

取組をすることで，どのような対象に

対して，どのような点で有効であった

かを基に成果の活用方法を明確にする。

イ 課題の解決方法の明確化

効果が得られなかった取組について

の改善方法を明確にしたり，新たな取

組案を策定したりする。

研修のまとめとして(1)，(2)のような取

組をすることにより，研修の改善点が明確

になるとともに，研修の結果が教育実践に

生かされるようになると考える。

校内研修を充実

させるためには，

校内研修で行った

研修が「教育実践

に生かすことがで

きる」，「自己の 写真１ 研修のまとめの様子

高まりや子どもたちの変容が実感できる」な

どの具体的な教育実践への手応えとして研修

者自身に感じとらせることが必要である。こ

のことは，学校を活性化し，子どもの成長を

促すとともに，教職員の資質を高めることに

つながる。今後とも，校内研修における評価

とまとめを大切にし，校内研修の充実が図ら

れることを期待したい。
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